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本研究の目的

環境学習において施設での学習やイベントへの参加といったことで学んだことを「知識」
としてではなく、家庭や実際の生活の中で「行動」として実践することを目的とする。
北九州市環境ミュージアムが主催する環境学習イベントにおいて学んだことを、家庭で実施したかを把
握し、持続的な活動となったかをレベル付けすることで、学習プログラムの有効性について確認する。

評価レベルの設定

項目 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

ICカードをもらう ○ ○ ○ ○ ○

イベントに参加する（１つ） ○ ○ ○ ○

他のイベントに参加する ○ ○ ○

ポイントを確認する ○ ○

家庭での行動を行う ○

・ポイント確認の複数回参加率は62％となり繰り返しの行動の促進に貢献している。
・確認後の家庭での行動の実施率は48%となり、一定の割合で自宅での行動に繋がっている。
・家庭での行動の後に23%が他の学びに参加し「学び→行動→学び」のサイクルを達成している。

今までの環境学習は単発なイベ
ントでの学習に終わってしまう
ものが多かった。
これに対して、ポイントを貯め
ながら楽しく学習して、WEB
ページでポイントの確認・家庭
での持続的な行動に繋げる。

イベントと紐づけた
家庭での行動を表示
し持続的な活動を促
進する。

これまで貯めたポイン
トの確認と他の参加者
との比較を行う。

イベント名

一日で完成！古布ぞうり作り

エコロジーワークショップ

映画上映 第1弾「こどもこそミライ」

セイタカアワダチソウで草木染め

親子料理教室「簡単ほかほか中華まん」身近なICカードを活用
して、活動を始める
きっかけをつくる。 環境ミュージアムでの59のイベントを、

①エコライフ、②ヘルシーライフ、③自
然からのめぐみ、④自然をまもる、⑤も
のづくり、⑥地域・文化・歴史を学ぶの
6種類に分類してポイントを付与する。

評価結果

ICカード 環境学習イベント ポイントを確認 家庭での行動

参加人数と複数回参加率 直前・後の行動の把握


